
津波避難対策緊急事業計画
（平成２６～２９年度）

安　　芸　　市



【総括編】

　安芸市は、高知県の東部に位置する田園都市で、市の南部を横断する国道５５号を中心に県東部地域
最大の市街地を形成している。市域は東西１８．６ｋｍの海岸線が土佐湾に面し、南北３３．５kｍ、北
は四国山地を背にし、徳島県と接している。市内の中央部には安芸川・伊尾木川が南流し、その流域に
安芸平野が広がっている。面積は３１７．３７ｋ㎡、人口１８，６５０人（平成２６年１２月３１日現
在）。
　今後発生が予想される南海トラフ巨大地震では震度６弱から７の地震動が想定され、特に、人口が集
中している市街地（旧安芸町）の国道５５号沿いは、旧河道で軟弱な泥質層であるため、液状化による
家屋倒壊等並びに地震発生後の津波により市内全域の海岸隣接地区において大規模な被害が発生する可
能性がある。
　平成２４年１２月に公表された高知県津波浸水想定では、南海トラフ地震に伴い発生する最大クラス
の津波の場合、５．０ｍ～１０．０ｍの浸水が想定されている。また、平成２５年５月１５日公表の
【高知県版】南海トラフ巨大地震による被害想定は、死者数１，８００名のうち津波による死者数１，
３００名、負傷者１，８００名、避難者数１７，０００名となっている。
　このため、南海トラフ地震に伴い発生する津波から迅速で円滑な住民の避難を実現させるために必要
な津波避難施設及び避難経路の整備を早急に進めることが課題となっている。

（１）個別地区ごとの事業の必要性
◆安芸市赤野地区
①事業の必要性
　当該地区は、安芸市赤野地区西部（叶岡前（かのおかまえ）地区）に位置し、南は土佐湾に面してい
る。地区内を二級河川赤野川とメサイ川が流れている。平成２４年１２月に公表された高知県津波浸水
想定では、南海トラフ地震に伴い発生する最大クラスの津波の場合、５．０ｍ～１０．０ｍ、津波到達
時間は最短で２５分が想定されている。
　当地区は、後背地に高台があることから津波から避難するための安全な避難路の整備が急がれる。

津波避難対策緊急事業計画

１．推進計画（地域防災計画）において定めている津波避難対策緊急事業計画の基本となるべき事項

　推進計画（地域防災計画）（平成２７年２月作成予定）において津波避難対策緊急事業計画の基本と
なるべき事項の抜粋部分は以下のとおり

第７節　津波避難対策緊急事業計画の基本となるべき事項
　第３節４（１）で示された津波避難の対象地域ごとに実施すべき事業の種類について、その目標と達
成期間は次のとおり。

２．事業の必要性



②避難経路等の考え方
　当該箇所に避難路を整備することにより、叶岡前地区住民９０名、国道５５号通行人、土佐くろしお
鉄道ごめんなはり線赤野駅利用者、県道高知安芸線自転車道通行人、赤野海岸の釣り人などが、安全か
つ迅速に津波浸水区域外への避難が可能となる。なお、避難先には地域の避難施設である叶岡（かのお
か）集会所がある。

③津波避難困難地域の設定
　津波到達時間　　　　　２５分
　避難準備時間　　　　　　５分
　避難可能時間　　　　　２０分
【歩行速度：０．５ｍ/秒】
 平成２５年３月作成「安芸市津波避難計画」より、歩行速度は、高知県津波避難計画策定指針では０．
７ｍ/秒を目安としているが、歩行困難者、身体障害者、乳幼児、重病人等については、さらに歩行速度
が低下することを考慮し、０．５ｍ/秒とするものとする。

　※避難可能距離　２０分×０．５ｍ/秒×６０＝６００ｍ

　津波避難困難地域：既設避難場所から概ね６００ｍを超える範囲で、津波到達時間までに既設避難場
所へ避難できない範囲

◆安芸市土居地区
①事業の必要性
　当該地区は、安芸市の中央部から北に位置し、東側には二級河川安芸川が流れている地区であり、平
成２４年１２月に公表された高知県津波浸水想定では、南海トラフ地震に伴い発生する最大クラスの津
波の場合、５．０ｍ～１０．０ｍの浸水が想定されている。
　当地区では、津波到達時間（最短で２０～４０分）から避難準備時間（５分）を除く１５分間に避難
場所に移動できない津波避難困難地域が存在しており、早急な一時避難場所の確保が必要である。

②施設の配備等の考え方
　当地区の津波避難困難地域の解消にあたっては、対象住民２３５人と区域内の事業所従業員等１５人
を合わせた約２５０人が避難できるよう約２５０㎡（１人当たり１㎡）の避難スペースを確保する津波
避難塔を整備する。
　なお、津波避難塔については、建設予定地の面積が狭いことから2層式とし、避難スペースが最大浸水
深に余裕高４ｍを加えた高さに、２階、屋上を確保する。

③津波避難困難地域の設定
　津波到達時間　２０分～４０分
　避難準備時間　　　　　　５分
　避難可能時間　１５分～３５分
【歩行速度：０．５ｍ/秒】
 平成２５年３月作成「安芸市津波避難計画」より、歩行速度は、高知県津波避難計画策定指針では０．
７ｍ/秒を目安としているが、歩行困難者、身体障害者、乳幼児、重病人等については、さらに歩行速度
が低下することを考慮し、０．５ｍ/秒とするものとする。

　※避難可能距離　１５分×０．５ｍ/秒×６０＝４５０ｍ
　　　　　　　　　３５分×０．５ｍ/秒×６０＝１０５０ｍ

　津波避難困難地域：既設避難場所から４５０ｍを超える範囲で、津波到達時間までに既設避難場所へ
避難できない範囲



◆安芸市川北地区
①事業の必要性
　当該地区は、土佐湾に面し二級河川安芸川、伊尾木川に挟まれた海岸平野で、平成２４年１２月に公
表された高知県津波浸水想定では、南海トラフ地震に伴い発生する最大クラスの津波の場合、５．０ｍ
～１０．０ｍの浸水が想定されている。
　当地区では、津波到達時間（最短で２０～３０分）から避難準備時間等（１０分）を除く１０分間
に、近くの高台や津波避難ビル（ケアハウス安芸、川北小学校屋上）に移動できない津波避難困難地域
が存在しており、早急な一時避難場所の確保が必要である。

②施設の配備等の考え方
　当地区の津波避難困難地域の解消にあたっては、津波避難塔を３基整備し、津波避難塔までの避難経
路に夜間の避難のためのソーラー誘導灯を６基整備する。
　１基目は対象住民８２人と区域内の事業所従業員等６５人を合わせた１４７人が避難できるよう約１
４７㎡（１人当たり１㎡）の避難スペースを確保する津波避難塔を整備する。
　２基目は対象住民２０５人と区域内の事業所従業員等５６人を合わせた約２６１人が避難できるよう
２６１㎡（１人当たり１㎡）の避難スペースを確保する津波避難塔を整備する。
　３基目は対象住民６７人と区域内の事業所従業員等６４人を合わせた１３１人が避難できるよう約１
３１㎡（１人当たり１㎡）の避難スペースを確保する津波避難塔を整備する。
　なお、津波避難塔については、避難スペースが最大浸水深に余裕高４ｍを加えた高さにしたうえで、
各津波避難塔の避難階の高さをそろえるよう２階、屋上を確保する。

③津波避難困難地域の設定
　津波到達時間　２０分～３０分
　避難準備時間等　　　　１０分
　避難可能時間　　　　　１０分　【歩行速度：０．７４３ｍ/秒】
　「漁港における津波対策基本方針」（高知県海洋局漁港課）より

　※避難可能距離　１０分×０．７４３ｍ/秒×６０＝４４５．８ｍ

　津波避難困難地域：既設避難場所から４４５ｍを超える範囲

◆安芸市伊尾木地区
①事業の必要性
　当該地区は、土佐湾に面し西側に二級河川伊尾木川が流れている。平成２４年１２月に公表された高
知県津波浸水想定では、南海トラフ地震に伴い発生する最大クラスの津波の場合、５．０ｍ～１０．０
ｍの浸水が想定されている。
　当地区では、津波到達時間（最短で２０～３０分）から避難準備時間等（１０分）を除く１０分間に
移動できない津波避難困難地域が存在しており、早急な一時避難場所の確保が必要である。

②施設の配備等の考え方
　当地区の津波避難困難地域の解消にあたっては、津波避難塔を３基整備し、津波避難塔までの避難経
路に夜間の避難のためのソーラー誘導灯を６基整備する。
　１基目は対象住民６７人と区域内の事業所従業員等１５９人を合わせた２２６人が避難できるよう約
２２６㎡（１人当たり１㎡）の避難スペースを確保する津波避難塔を整備する。
　２基目は対象住民８９人と区域内の事業所従業員等６０人を合わせた１４９人が避難できるよう約１
４９㎡（１人当たり１㎡）の避難スペースを確保する津波避難塔を整備する。
　３基目は対象住民１３４人が避難できるよう約１３４㎡（１人当たり１㎡）の避難スペースを確保す
る津波避難塔を整備する。
　なお、津波避難塔については、避難スペースが最大浸水深に余裕高４ｍを加えた高さにしたうえで、
各津波避難塔の避難階の高さをそろえるよう２階、屋上を確保する。

③津波避難困難地域の設定
　津波到達時間　２０分～３０分
　避難準備時間等　　　　１０分
　避難可能時間　　　　　１０分　【歩行速度：０．７４３ｍ/秒】
　「漁港における津波対策基本方針」（高知県海洋局漁港課）より

　※避難可能距離　１０分×０．７４３ｍ/秒×６０＝４４５．８ｍ



３．津波避難対策の実施に関する目標及び達成期間（計画作成年度から概ね５年程度）

地区名 目標

赤野地区 1箇所整備 平成 27 ～ 29 年度

土居地区 1箇所整備 平成 27 ～ 28 年度

川北地区 3箇所整備 平成 26 ～ 27 年度

6箇所整備 平成 27 ～ 27 年度

伊尾木地区 3箇所整備 平成 26 ～ 27 年度

6箇所整備 平成 27 ～ 27 年度

事業種類 達成期間

2号　避難経路

1号　避難施設その他の避難場所

1号　避難施設その他の避難場所

1号　避難施設その他の避難場所

2号　避難経路

2号　避難経路



【地区別編】
赤野地区

W=2m 防災・安全交付金

L=50m 都市防災総合推進事業

事業主体 施設名 事業量
全体事業費
（百万円）

実施
予定年度

所管省庁
嵩上措置等を予定す

る交付金事業等
事業
種類

図
No.

安芸市 赤野（叶岡）避難路 25 H27～H29 国土交通省 2 1

合計

１号 避難施設その他の避難場所 0 1

２号 避難経路 25 2

３号 集団移転促進事業 0 3

４号 ３号に関連し移転が必要な施設 0 4



図 Ｎｏ.１ 　　

位置図 （赤野地区）

① 

区分 事業種類

安芸市赤野地区 ① 緊急避難路整備 赤野叶岡避難路

地区 番号
工種

施設名

芸西村 

叶岡集会所（津波避難場所） 

土佐くろしお鉄道 

津波到達時間 ２５分 

津波浸水想定 ５．０ｍ～１０．０ｍ 

赤野 

赤
野
川

 

メサイ川 

国道５５号 

県道高知安芸線自転車道 

0.0～0.3

最大浸水深（ｍ）

15.0～20.0

10.0～15.0

5.0～10.0

3.0～5.0

2.0～3.0

1.0～」2.0

0.3～1.0

赤野海岸 

赤野駅 

津波避難困難地域 

叶岡前地区（９０人） 

避難経路 



【地区別編】
土居地区

A=250㎡ 防災・安全交付金

避難人数＝250人 都市防災総合推進事業

事業主体 施設名 事業量
全体事業費
（百万円）

実施
予定年度

所管省庁
嵩上措置等を予定す

る交付金事業等
事業
種類

図
No.

安芸市 土居避難塔 137.9 H27～H28 国土交通省 1 2

合計

１号 避難施設その他の避難場所 137.9 1

２号 避難経路 0 2

３号 集団移転促進事業 0 3

４号 ３号に関連し移転が必要な施設 0 4



図 Ｎｏ.２ 　　

位置図 （土居地区）

① 

区分 事業種類

安芸市土居地区 ① 緊急避難施設整備 安芸市土居津波避難タワー

地区 番号
工種

施設名

津波避難困難地域 

土居玉造地区の一部及び東浜地区の一部 

（２５０人） 

土居 

東浜 

津波避難ビル 

（防災センター） 

津波避難ビル 

（土居小学校屋上） 

0.0～0.3

最大浸水深（ｍ）

15.0～20.0

10.0～15.0

5.0～10.0

3.0～5.0

2.0～3.0

1.0～」2.0

0.3～1.0

津波到達時間 ２０分 

津波浸水想定 ５．０ｍ～１０．０ｍ 

避難準備時間      ５分 

避難可能時間     １５分 【歩行速度：０．５ｍ/秒】 

※避難可能距離 １５分×０．５ｍ/秒×６０＝４５０ｍ 

土佐くろしお鉄道 

国道５５号 



【地区別編】
川北地区

A=147㎡

避難人数＝147人 農村地域防災減災事業

A=261㎡

避難人数＝261人 農村地域防災減災事業

A=131㎡

避難人数＝131人 農村地域防災減災事業

ソーラー誘導灯

N=2基 農村地域防災減災事業

ソーラー誘導灯

N=2基 農村地域防災減災事業

ソーラー誘導灯

N=2基 農村地域防災減災事業

3.3 2

３号 集団移転促進事業 0 3

４号 ３号に関連し移転が必要な施設 0 4

合計

１号 避難施設その他の避難場所 744 1

２号 避難経路

3高知県 川北避難路3号 1.1 H27 農林水産省 2

3

高知県 川北避難路2号 1.1 H27 農林水産省 2 3

高知県 川北避難路1号 1.1 H27 農林水産省 2

3

高知県 川北避難塔3号 258 H26～H27 農林水産省 1 3

高知県 川北避難塔2号 276 H26～H27 農林水産省 1

嵩上措置等を予定す
る交付金事業等

事業
種類

図
No.

高知県 川北避難塔1号 210 H26～H27 農林水産省 1 3

事業主体 施設名 事業量
全体事業費
（百万円）

実施
予定年度

所管省庁



図 Ｎｏ.３ 　　

位置図 （川北地区）

① 

② 

③ 
⑥ 

④ 

⑤ 

川北 

伊尾木 

津波避難ビル 

（ケアハウス安芸） 

津波避難ビル 

（川北小学校屋上） 

一時避難場所等 

（清水ヶ丘中学校） 

津波避難場所 

（キセキレイの里） 

区分 事業種類

① 緊急避難施設整備 川北避難塔１号

② 緊急避難施設整備 川北避難塔２号

③ 緊急避難施設整備 川北避難塔３号

④ 緊急避難路整備 川北避難路１号

⑤ 緊急避難路整備 川北避難路２号

⑥ 緊急避難路整備 川北避難路３号

地区 番号
工種

施設名

安芸市川北地区

0.0～0.3

最大浸水深（ｍ）

15.0～20.0

10.0～15.0

5.0～10.0

3.0～5.0

2.0～3.0

1.0～」2.0

0.3～1.0



【地区別編】
伊尾木地区

A=226㎡

避難人数＝226人 農村地域防災減災事業

A=149㎡

避難人数＝149人 農村地域防災減災事業

A=134㎡

避難人数＝134人 農村地域防災減災事業

ソーラー誘導灯

N=2基 農村地域防災減災事業

ソーラー誘導灯

N=2基 農村地域防災減災事業

ソーラー誘導灯

N=2基 農村地域防災減災事業

3.3 2

３号 集団移転促進事業 0 3

４号 ３号に関連し移転が必要な施設 0 4

合計

１号 避難施設その他の避難場所 685 1

２号 避難経路

4高知県 伊尾木避難路3号 1.1 H27 農林水産省 2

4

高知県 伊尾木避難路2号 1.1 H27 農林水産省 2 4

高知県 伊尾木避難路1号 1.1 H27 農林水産省 2

4

高知県 伊尾木避難塔3号 232 H26～H27 農林水産省 1 4

高知県 伊尾木避難塔2号 196 H26～H27 農林水産省 1

嵩上措置等を予定す
る交付金事業等

事業
種類

図
No.

高知県 伊尾木避難塔1号 257 H26～H27 農林水産省 1 4

事業主体 施設名 事業量
全体事業費
（百万円）

実施
予定年度

所管省庁



図 Ｎｏ.４ 　　

位置図 （伊尾木地区）

① 
② 

③ 

⑥ 

④ 

⑤ 

川北 

伊尾木 

一時避難場所等 

（伊尾木保育所） 

区分 事業種類

① 緊急避難施設整備 伊尾木避難塔１号

② 緊急避難施設整備 伊尾木避難塔２号

③ 緊急避難施設整備 伊尾木避難塔３号

④ 緊急避難施設整備 伊尾木避難路１号

⑤ 緊急避難施設整備 伊尾木避難路２号

⑥ 緊急避難施設整備 伊尾木避難路３号

地区 番号
工種

施設名

安芸市伊尾木地区

0.0～0.3

最大浸水深（ｍ）

15.0～20.0

10.0～15.0

5.0～10.0

3.0～5.0

2.0～3.0

1.0～」2.0

0.3～1.0


